
国語 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

テスト（定期テスト・小テスト） ○ ◎ ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ ○

ノートの記録 ○ 〇 ◎

提出物 ◎ ○ ○ ○

発表 ◎ ○ ○

話し合いに参加する態度 ○ ◎ ○

学期 月 内容

課題テスト

6

期末テスト

7 （表現）
主張の吟味

9 課題テスト

10 中間テスト

11

期末テスト

12

（短歌・俳句）
ことばを味わう

（小説）
「檸檬」梶井基次郎

登場人物の人物像、心情の推移を的確に把握す
る。
檸檬の描写、内的感覚をとらえ、表現を読み味わ
う。
詩的感受性・幻想性をとらえ、心理のドラマを通し
て美的真実について、考えを深める。

（評論）
「実体の美と状況の美」
高階秀爾

日本と西欧との美意識の違いに興味を持ち、文
章の構成における具体例や比較の方法などに留
意して、筆者の主張や内容をとらえ、日本人の美
意識について考える。

文章の構成や、段落相互の関係を読みとりなが
ら、筆者の主張や内容をとらえる。筆者の考えを
的確に把握し、自分自身の問題としてとらえ直
し、自己を見直すきっかけとする。

（小説）「舞姫」森鴎外

自分の主張を補強するために、新聞記事などに
ある文章やデータを論理的に読み取る。

ワークシート等

描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読
み味わい、ものの見方、感じ方、考え方を広げた
り深めたりする。特に、日本の近代と個人の生き
方との関係について考える。

近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考
え方を深め、進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。

年間を通して漢字・語句小
テストを実施する

（評論）
「『贈り物』としてのノブレス・オ
ブリージュ」内田樹

発想の転換から導かれる論理展開を正確に理解
する。筆者の問題意識に対して自分自身に引き
つけ、考えを深める。

（評論）
「こころは見える？」鷲田清一

評論、小説などの文章を読解し、それを通して自分の考えを深めたり、表現したりする。語句の意味、用法
を的確に理解し、語彙を豊かにする。

令和5年度 ３年次 教科シラバス

学習内容

評価方法

到達目標 備考

現代文Ｂ教科

教科書
副教材

学習目標

「現代文Ｂ」（大修館書店）、　「ほんものの力がつく現代語練習帳ことのは」（いいずな書店）
「最新国語便覧」（浜島書店）

5

Ⅱ

Ⅲ

1

4

Ⅰ

学年末テスト

創作作品

(演習）
入試問題演習

共通テスト等に向けた様々な問題に取り組み、内
容を理解し、対応できる力を身につける。

①関心・意欲・態度…文章を読んで内容に対して関心を深め、国語力の向上を図ろうとしている。
②話す・聞く能力…自分の考えを話し、的確に聞き取ったり、話し合ったりして、自分の考えをまとめ、深め
ている。
③書く能力…相手や目的に応じた適切な表現による文章を書き、自分の考えをまとめ、深めている。
④読む能力…文章を的確に読み取ったり、幅広く読んだりして、自分の考えを深め、発展させている。
⑤知識・理解…語句の意味や、用法を的確に理解し、語彙を豊かにしている。

評価の観点

短歌の基本的な鑑賞・創作方法を身につけ、そ
れらを元に、高校生活を振り返って俳句を一句創
作する。

中間テスト

（評論）
『心に「海」を持って』
山崎正和

論理的な展開をたどりながら、文明と文化の関係
について理解を深める。



国語 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

定期テスト ◎ ◎

古文単語テスト ○ ◎

提出物の内容 ◎ ○ ○

学習に取り組む姿勢 ◎ ○

学期 月 内容

4

【漢文】小話
『韓非子』（韓非）
「不死之薬」

【古文】日記
『紫式部日記』（紫式部）
「和泉式部と清少納言」

【漢文】小話
『説苑』（劉向）
「不顧後患」

【古文】随筆
『枕草子』（清少納言）
「中納言参り給ひて」

【漢文】思想
老子「天下莫柔弱於水」
荘子「夢為胡蝶」

【古文】物語
『大鏡』
「三舟の才」

【漢文】史伝
『史記』廉頗と蘭相如（司馬遷）
刎頸之交

【漢文】漢詩
鹿柴　王維　　　涼州詞　王之渙
送友人　李白　　　月夜　杜甫

【古文】評論
古今和歌集仮名序（紀貫之）
「やまと歌は」

漢詩（近体詩）の基本的知識（形式・押韻・構成
等）の定着とともに漢詩の興味関心を高める。

敬語に注意をしながら、誰の発言なのかを正しく
読み取る。また、中納言の言葉の面白さについて
理解をする。

作者や登場人物の行動・心情を理解する。文法、敬語や句法の理解を深め、古典を読む力を養う。

備考

評価の観点

12・１Ⅲ

学年末テスト

和歌についての評論を読み、和歌の本質と効用
について理解する。和歌の起源とその後の展開
について、内容を整理する。

課題テスト

中間テスト

期末テスト

敬語表現の復習をし、文章を正しく読み取る。若
紫との出会いを味わうとともに、源氏物語前半の
内容と人物関係を理解する。

評価方法

学習内容

※年間を通して単語テストを 実施する。

①関心・意欲・態度…言語文化や伝統に対する関心を深め、国語を尊重して、進んで古典に親しもうとす
る。
②読む能力…古典に現れた思想や感情を的確に読みとり、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにする。
③知識・理解…古典の理解に役立てるための音声、文法、表記、語句、語彙、漢字等を理解し、知識を身
に付けている。

令和5年度 ３年次 教科シラバス
教科 古典Ｂ（文系）

教科書
副教材

「精選古典Ｂ」（三省堂）　「LOOK＠古文単語337」（京都書房）　「最新国語便覧」（浜島書店）
「精選漢文」（尚文出版）「読解のための必修古典文法　改訂版」（文英堂）

学習目標
古文・漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広め、古典に親しむことによって人
生を豊かにする態度を育てる。

当時の貴族社会の常識を理解する。和歌の内容
と技法を理解する。

老荘思想の内容をつかむ。中国古典の思想体系
についても覚え、理解をする。

Ⅱ

到達目標

故事成語で使われる意味と文章の内容を比較し
た鑑賞ができる。句形（限定・抑揚・比較・反語・
部分否定）表現を理解する。

和泉式部や清少納言は、どのような点が評価・批
判されているのかを、理解する。表現の面白さに
ついても、理解をする。

【古文】物語
『源氏物語』（紫式部）
「北山の垣間見」

漢文訓読に関する基本事項をより確かなものに
し、正確な読解に習熟するとともに、漢文への興
味関心を高める。韓非子の思想について理解す
る。

課題テスト

8・9

10
・
11

期末テスト

中間テスト

Ⅰ

6・7
出てくる虫や動物は、それぞれ何を例えたのか
を、正しくつかむ。呉王がなぜ荊を討つのをやめ
たのかを、説明できる。

5



国語 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

ペーパーテスト（定期テスト） ◎ ◎

問題集の取り組み ○ ◎ ◎

提出物 ◎ ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ ○

学期 月 内容

4

5

6

7

9

10

11

12

Ⅲ 1 入試問題演習
・共通テストや個別学力試験に対応できる実力養成す
る。

古文編・漢文編
第１回～第５回

・比較的易しい古文や漢文を扱う中で、基本的文法事
項（用言、助動詞、句形など）を確認する。

・共通テストに特徴的な出題パターンを理解し、正確に
文章を読み解く力を高める。

・出典作品の背景にある文化や当時の習俗について
も理解を深めることで、読解力を高める。

古文編・漢文編
第６回～第10回

学年末テスト

・やや難解な古文や漢文を扱う中で、基本的文法事項
の理解を深めるだけでなく、文法を生かした読解方法
を身につける。

・出典作品の背景にある文化や当時の習俗について
も理解を深めることで、読解力を高める。

・問題演習を通じて、自分の実力を正確に把握するこ
とで、不足している知識を補う。

評価の観点

課題テスト

学習内容
①四年制大学入試において取り上げられる水準の古文・漢文を正しく読解する。
②入試に必要な知識事項を習得し、共通テストレベルの選択肢を的確に選ぶための読み方を身につけ
る。

①関心・意欲・態度
古典に親しみ、文章を読み取るだけでなく、背景となる文化や当時の習俗などにも興味を示している。
②書く能力
設問内容に応じて、言葉遣いや文体などを工夫した的確で丁寧な表記ができている。
③読む能力
古文・漢文で書かれている文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえている。
④知識・理解
内容を理解する上で必要となる古典文法・古文単語・漢文の句形などの知識事項を理解している。

評価方法

課題テスト
到達目標 備考

Ⅰ

Ⅱ

期末テスト

期末テスト

令和5年度 ３年次 教科シラバス
教科 古典演習

教科書
副教材

「大学入学共通テスト演習　古典」いいずな書店　　 「完全マスター古典文法」第一学習社
「イラストとシーンでおぼえるLook＠古文単語３３７」（京都書房）　　「精選漢文」尚文出版

学習目標 発展的な問題の演習を通して「古典Ｂ」の目標・内容に示された能力を育成する。



国語 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

ペーパーテスト（定期テスト） ◎ ◎

問題集の取り組み ○ ◎ ◎

提出物 ◎ ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ ○

学期 月 内容

4

5

6

7

9

10

11

12

Ⅲ 1 入試問題演習

令和5年度 ３年次 教科シラバス
教科 古典演習

教科書
副教材

「大学入学共通テスト演習　古典」いいずな書店　　「完全マスター古典文法」第一学習社
「イラストとシーンでおぼえるLook＠古文単語３３７」（京都書房）　　「改訂版　体系漢文」数研出版

・共通テストや個別学力試験に対応できる実力養成す
る。 学年末テスト

到達目標 備考

①関心・意欲・態度
古典に親しみ、文章を読み取るだけでなく、背景となる文化や当時の習俗などにも興味を示している。
②書く能力
設問内容に応じて、言葉遣いや文体などを工夫した的確で丁寧な表記ができている。
③読む能力
古文・漢文で書かれている文章の内容を構成や展開に即して的確にとらえている。
④知識・理解
内容を理解する上で必要となる古典文法・古文単語・漢文の句形などの知識事項を理解している。

期末テスト
・やや難解な古文や漢文を扱う中で、基本的文法事項
の理解を深めるだけでなく、文法を生かした読解方法
を身につける。

・出典作品の背景にある文化や当時の習俗について
も理解を深めることで、読解力を高める。

・問題演習を通じて、自分の実力を正確に把握するこ
とで、不足している知識を補う。

期末テスト

評価方法

古文編・漢文編
第６回～第10回

Ⅱ

古文編・漢文編
第１回～第５回

・比較的易しい古文や漢文を扱う中で、基本的文法事
項（用言、助動詞、句形など）を確認する。

・共通テストに特徴的な出題パターンを理解し、正確に
文章を読み解く力を高める。

・出典作品の背景にある文化や当時の習俗について
も理解を深めることで、読解力を高める。

Ⅰ

学習内容
①四年制大学入試において取り上げられる水準の古文・漢文を正しく読解する。
②入試に必要な知識事項を習得し、共通テストレベルの選択肢を的確に選ぶための読み方を身につけ
る。

学習目標 発展的な問題の演習を通して「古典Ｂ」の目標・内容に示された能力を育成する。

評価の観点



国語 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

レポート ◎ ◎ ◎ ○

学習に取り組む姿勢 ◎ ○

作品 ◎ ◎ ○

発表 ◎ ◎ ○

学期 月 内容

10

11

太宰治の作品を通し、作者の
人となりや当時の三島につい
て読み味わう。【三島】

12

Ⅱ

9

Ⅲ 1

・太宰治の生涯について調べ、なぜ三島を愛した
のかを研究する。
・『老ハイデルベルヒ』を読み、当時の三島の様
子について知る。

文学マップ作成時に興味を
持った作品について読み、魅
力を紹介する。

・選んだ本のポップを作り、ブックトークをする。
・本の魅力が相手に伝わるようなプレゼンテー
ションをする。

・作品提出
・発表

川端康成の作品を通し、作品
に描かれた文化や伊豆の自
然について読み味わう。【伊
豆】

・『伊豆の踊子』を読み味わい、伊豆の自然と当
時の文化について学ぶ。
・作品の成立と作者の生涯との関係性を理解す
る。
・作品がどのような形で愛され続けているかを調
べる。

・レポート提出

到達目標 備考

・レポート提出

Ⅰ

4

5

6

7

・湯ヶ島で育ち沼津中学に通った作者の、生い立
ちをたどる。
・『あすなろ物語』の一節などの短編を鑑賞する。
・当時の沼津や天城湯ヶ島の様子を味わう。

若山牧水の短歌を鑑賞し、青
春短歌を創作する。【沼津】

学習内容
１　伊豆について書かれた作品を読み味わい、作品・作家について学ぶ。
２　作品に描かれた伊豆の魅力を分析する。
３　郷土にゆかりのある作品を調べて発表する。

評価の観点

①関心・意欲・態度…作家や作品について関心を深め、理解し、読み味わおうとしている。
②話す・聞く能力…創作・鑑賞などの内容を、わかりやすく伝えようとしている。
③書く能力…内容を的確にまとめたり、効果的な表現で創作を行ったりしている。
④読む能力…本文や作家の境遇、時代背景などから作品のテーマに迫ることができる。
⑤知識・理解・態度…郷土にゆかりのある作家や作品についての知識を身につけている。

評価方法

令和5年度 ３年次 教科シラバス
教科 伊豆と文学

教科書
副教材

「伊豆の旅」（中公文庫）、「最新国語便覧」（浜島書店）、国語辞典（電子辞書）

学習目標
伊豆について書かれた作品を読み、作家の生き方や心情に触れながら、郷土に対する愛着を深める。ま
た、その他の地元に関する文学も読み味わい、生涯読書に取り組んでいく姿勢を養う。

・レポート提出

伊豆にゆかりのある文学作品
について調べ、「文学マップ」
を作成する。

・伊豆が、全国でも有数の文学作品の舞台であ
ることを、調べ学習で確認をし、郷土への誇りを
持つ。

・レポート提出
・発表

井上靖の作品を通し、作者の
生い立ちや地元の風土を読
み味わう。【湯ヶ島・沼津】

東部に「伊豆文学館」を作ると
したら、どのような文学館にし
たいか、取り上げたい作家や
作品を挙げ、構想をまとめる。

・地域の魅力が伝わるような作家や作品を選ぶ。
・地域の人や県外の人に、どのような形で伊豆文
学を広め伝えるか発表する。

・レポート提出
・発表

・若山牧水の生涯について調べ、なぜ牧水は沼
津を愛したのかを研究する。
・牧水の歌集から、気に入った歌を数首選び、鑑
賞を発表する。
・自分の想いが伝わるような短歌を創作する。

・レポート提出
・作品提出



国　　語 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

ペーパーテスト（定期試験・小テスト） ○ ◎ ◎

問題集への取り組み ○ ○ ◎ ◎

提出物 ○ ◎ ◎ ○

学習に取り組む姿勢 ◎

学期 月 内容

7

12

学習目標

評価の観点

①入学試験や就職試験において取り上げられる水準の文章を分析的に読解する。
②入試に必要な知識事項(文学史、修辞法、漢字、語彙)を習得する。
③進路実現や卒業後に必要な知識やものの見方、考え方を身につける。

10

テーマ　科学
　　　　　問題演習９～10
テーマ　言語
　　　　　問題演習11～13

・科学の光と影とこれからを考える。
・身近な言語が担う大きな役割を理解する。
・論点（筆者の提言、常識への問いかけ）をおさえる。

テーマ　芸術
　　　　　問題演習５～６
テーマ　科学
　　　　　問題演習７～８

11

1

テーマ　文化
　　　　　問題演習18
テーマ　社会
　　　　　問題演習19～22

・時代や地域性に文化の特徴を見出だす。
・理念なき時代で進むべき社会の道を探る。
・具体例に注目する。
・言葉の意味をつかむ。

・身近であるが理解していない身体について学ぶ。
・思想にふれ深く考える力をつける。
・展開（論の展開、効果的な引用・援用）を意識する。

テーマ　身体
　　　　　問題演習23～25
テーマ　思想
　　　　　問題演習26～28

令和5年度 ３年次 教科シラバス

学習内容

到達目標 備考

評価方法

教科

近代以降の様々な文章を読み、国語に対する興味や関心を深めるとともに、読解に必要な論理的な思考力、分析
力を養う。また、様々なテーマの文章に触れることで、社会に目を向け、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとす
る態度を育成する。

①関心・意欲・態度
　 国語で理解し、表現する力を進んで高めるとともに、国語を尊重してその向上を図ろうとしている。
②書く能力
　 必要な情報を用い、相手や目的、課題に応じた適切な表現による文章を書き、自分の考えを深め、発展させている。
③読む能力
　近代以降の文章を的確に読み取ったり、目的に応じて幅広く読んだりして、自分の考えを深め、発展させている。
④知識・理解
　 言語文化及び言葉の特徴などの理解を深め、知識を身につけている。

教科書
副教材

「論理的に読む　論読　評論文」（浜島書店）
「新　実用国語の演習」（中部日本教育文化会）

・漢字小テスト
・課題の提出
・学年末試験

Ⅱ

5

6

9

Ⅰ

4

・身近な言語が担う大きな役割を理解する。
・時代や地域性に文化の特徴を見出だす。
・論点（常識への問いかけ）をおさえる。
・具体例に注目する。

Ⅲ

・問題集の確認
・漢字小テスト
・課題の提出
・期末試験

現代文演習

テーマ　情報
　　　　　問題演習１～３
テーマ　芸術
　　　　　問題演習４

・情報が氾濫する時代を考える。
・心を引きつける芸術の魅力を解き明かす。
・対比の関係（時間軸、共通点と相違点）をつかむ。

・心を引きつける芸術の魅力を解き明かす。
・科学の光と影とこれからを考える。
・対比の関係（時間軸、共通点と相違点）をつかむ。
・論点（筆者の提言）をおさえる。

テーマ　言語
　　　　　問題演習13～14
テーマ　文化
　　　　　問題演習15～17 ・問題集の確認

・漢字小テスト
・課題の提出
・期末試験



国語 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 知識・理解

レポート・作品の提出 ○ ○ ◎ ○

学習に取り組む姿勢 ◎ 〇 ○

発表 〇 ◎

学期 月 内容

4

声とコミュニケーション（１－５）
　・ショートスピーチ

5
書いて伝える（１－１）
　・整った文・わかりやすい文

6
自己ＰＲと面接（１－３）
　・自分を見つめて・自己PR

7

9
表現を楽しむ（２－２）
　・俳句・短歌

　・キャッチコピー

10

11

12
通信文（１－４）
　・手紙のいろいろ

1
表現を楽しむ（２－８）
　・エッセイを書こう

卒業制作
　・俳句・短歌

・課題の提出
・句会
・コンクールへの応募
・作品成果物の展示
・自己評価・相互評価

Ⅱ

・俳句、短歌それぞれの形式の特徴を生かして創作する。
・俳句については、吟行を実施してふさわしい季語を用い
て俳句を詠み、句会で他者の句のよいところを学び合う。

・基本的な手紙の書き方やルールを身につける。
・新年の挨拶にふさわしい年賀状を書く。

表現を楽しむ（２－３）
　・魅力的なポスターをつくろう

・学校の魅力が伝わるようなポスターを作り、効果的に発
表する。
・写真、イラスト、キャッチコピーを効果的にレイアウトして、
魅力的なポスターを作成する。

・これまでの１８年間を振り返り、未来に残したい出来事や
人やものについてのびのびと表現する。

学習内容

ア 話題や題材に応じて情報を収集し、分析して、自分の考えをまとめたり深めたりする。
イ 相手の立場や異なる考えを尊重して課題を解決するために、論拠の妥当性を判断しながら話し合う。
ウ 主張や感動などが効果的に伝わるように、論理の構成や描写の仕方などを工夫して書く。
エ 目的や場に応じて、言葉遣い文体など表現を工夫して効果的に話したり書いたりする。
オ 様々な表現についてその効果を吟味したり、書いた文章を互いに読み合って批評したりする。

評価の観点

①関心・意欲・態度
　 国語で伝え合う力を進んで高めるとともに、国語を尊重してその向上を図ろうとしている。
②話す・聞く能力
　 目的や場に応じて効果的に聞き取ったり、話し合ったりして、自分の考えを深め、発展させている。
③書く能力
　相手、目的、意図に応じた適切かつ効果的な表現による文章を書き、自分の考えを深め、発展させている。
④知識・理解
　 言語文化及び言葉の特徴などの理解を深め、知識を身につけている。

評価方法

・課題の提出
・コンクールへの応募
・自己評価・相互評価

・高校生活を振り返り、卒業を前にした自分の気持ちを俳
句・短歌の形式を生かして表現する。

到達目標

・わかりやすく読みやすい、整った文章を書く力を身につけ
る。

Ⅲ

・伝えたいことが効果的に伝わるような構成を工夫して、わ
かりやすいショートスピーチをする。

・自分の長所について考えをまとめた上で、事実やできご
とをふまえて効果的な自己ＰＲをする。

　・面接にチャレンジ ・適切な言葉遣いや態度で面接の受け答えをする。
・質問に対して具体的で説得力のある答え方をする。
・模擬面接で面接官役として、話し手を評価する。
・模擬面接の振り返りと、今後の目標設定をする。

・課題の提出
・発表
・コンクールへの応募
・自己評価・相互評価

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 国語表現

教科書
副教材

「国語表現　改訂版」（大修館書店）、「最新国語便覧」（浜島書店）、辞書

学習目標
国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、言語感覚を磨き、進
んで表現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育成する。

備考

Ⅰ


